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補 正 予 算

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止と、経済的な面で各家庭や事業者に
おいて影響をもたらしている状況を踏まえ、一般会計及び国民健康保険特別
会計の補正予算２議案が上程されました。
　審査については、予算決算委員会に付託し、総務文教、民生福祉、産業
建設分科会よって審査を行い、すべて原案どおり可決しました。予算決算委
員会での主な質疑内容について、報告します。

総額１億9,027万円

一　
般
　
会
　
計

■
ふ
る
さ
と
丹
波
篠
山
に
住
も
う

帰
ろ
う
運
動
推
進
事
業�

【
４
５
０
万
円
】

問　
移
住
相
談
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

丹
波
篠
山
暮
ら
し
案
内
所
の
委
託
料
を
増
額

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
積
算
根
拠

は
。

答　
令
和
２
年
度
12
月
補
正
時
に
も
、
移
住

相
談
件
数
が
前
年
度
比
で
２
１
９
％
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
委
託
料
を
増
額
し
た
。
本

年
４
月
以
降
も
さ
ら
に
移
住
相
談
件
数
が
増

加
し
て
お
り
、
３
人
の
と
こ
ろ
を
４
人
体
制

で
対
応
し
て
い
る
た
め
、
委
託
料
を
年
間
約

２
，
２
０
０
万
円
と
積
算
し
、
当
初
予
算
と

の
差
額
約
４
５
０
万
円
の
増
額
で
あ
る
。

■
財
産
管
理
費�

【
１
，
２
４
０
万
円
】

問　
長
者
屋
敷
の
茅
葺
屋
根
の
改
修
は
、
建

物
躯
体
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
、
屋
根
の
吹
き

替
え
を
行
う
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
会
社
が

工
事
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
適
正
に

設
計
通
り
工
事
が
な
さ
れ
る
の
か
。

答　
青
山
歴
史
村
な
ど
の
茅
葺
屋
根
改
修
費

用
と
今
回
の
見
積
も
り
を
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
適
正
な
価
格
に
な
っ
て
い
る
。
茅
葺
屋

根
の
改
修
に
は
、
茅
の
確
保
と
施
工
で
き
る

業
者
が
限
ら
れ
る
た
め
、
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営

会
社
に
工
事
を
お
願
い
す
る
。

　
な
お
、
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
再
度
見
積

り
を
提
出
い
た
だ
き
、
管
財
契
約
課
に
お
い

て
詳
し
く
確
認
し
た
う
え
で
実
施
す
る
こ
と

に
な
る
。

■
休
日
診
療
所
事
業�

【
24
万
円
】

問　
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
休
日
診
療
所
を
休

止
し
、
医
療
機
関
の
輪
番
制
で
休
日
診
療
所

を
運
営
す
る
の
か
。

答　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
で
は
、
市
民
セ
ン

タ
ー
を
予
定
し
て
い
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
輪
番
で
市
内
の
病
院
で
対
応
す

る
体
制
と
し
、
輪
番
制
は
、
二
次
輪
番
制
度
に

あ
わ
せ
て
休
日
診
療
所
を
運
営
す
る
。

QRコ ー ド を ス
マートフォンなど
で読み取ると本会
議の動画をご覧い
ただけます。

補正予算審査
６月会議（水無月会議）

四季の森公園の長者屋敷

第96号　丹波篠山市議会だより 2みんなで守ろう　３ない（贈らない・求めない・受け取らない）運動



補 正 予 算

■
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金�

（
そ
の
他
世
帯
分
）事
業�【
５
，
５
３
０
万
円
】

問　
今
回
の
給
付
金
の
対
象
と
な
る
世
帯
数

を
説
明
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
収
入
が
減
り
令
和

３
年
度
に
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
と
な
る

世
帯
や
、
そ
れ
と
同
程
度
の
収
入
に
な
っ
て

い
る
方
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答　
過
去
の
課
税
情
報
と
子
育
て
世
帯
の
状

況
を
参
考
に
試
算
し
た
も
の（
児
童
数
６
１

６
人
・
世
帯
数
３
３
９
世
帯
）に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収
入
が
下
が
り
、
令
和

３
年
度
に
新
た
に
住
民
税
が
非
課
税
と
な
る

方
を
見
込
み
、
児
童
数
１
，
０
４
７
人
、
世

帯
数
５
７
６
世
帯
と
し
て
い
る
。
周
知
に
つ

い
て
は
、
児
童
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
関
し
て
は
、
市

に
対
象
者
の
情
報
が
あ
る
の
で
、
そ
の
方
の

令
和
３
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
で
あ
れ
ば

お
知
ら
せ
を
送
っ
て
支
給
を
行
う
。
そ
の
他

の
方
へ
は
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
を
図
っ
て
、
申
請
を
お
願
い
し
た
い
。

■
観
光
お
も
て
な
し
事
業�

【
３
６
０
万
円
】

問　
観
光
客
お
も
て
な
し
事
業
に
関
し
、
河

原
町
へ
の
誘
導
看
板
設
置
に
つ
い
て
、
設
置

予
定
場
所
、
看
板
の
大
き
さ
等
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
看
板
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
観
光
客
が

マ
イ
カ
ー
で
こ
ら
れ
、
三
ノ
丸
西
駐
車
場
に

駐
車
さ
れ
る
の
で
、
三
ノ
丸
西
駐
車
場
の
出

口
付
近
に
文
字
の
説
明
だ
け
で
な
く
、
写
真

等
を
用
い
た
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
も
の
を
設

置
す
る
。

　
し
か
し
、
三
ノ
丸
西
駐
車
場
は
史
跡
で
あ

る
た
め
、
大
き
な
看
板
は
設
置
で
き
な
い
こ

と
か
ら
横
約
２
ｍ
以
内
の
も
の
で
景
観
に
も

配
慮
し
、
木
造
の
小
さ
な
屋
根
の
つ
い
た
よ

う
な
も
の
を
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
河
原
町
へ
向
か
う
道
標
と
し
て
、

東
馬
出
、
南
新
町
の
南
堀
の
角
、
小
川
町
の

途
中
の
地
点
、
篠
山
城
の
南
公
園
の
４
か
所

に
設
置
予
定
で
あ
る
。

■
農
業
遺
産
推
進
事
業�

【
３
９
０
万
円
】

問　
漫
画
冊
子
を
作
成
す
る
と
の
こ
と
だ
が

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か

答　
２
万
部
作
成
し
、
全
戸
配
布
を
行
い
一

般
市
民
へ
の
啓
発
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
各
観
光
案
内
所
等
と
農
業
関
係
施

設
に
配
布
し
、
啓
発
を
進
め
る
。
更
に
、
来

年
度
の
予
定
で
、
子
供
た
ち
に
日
本
農
業
遺

産
つ
い
て
、
学
校
向
け
教
材
の
作
成
を
検
討

し
て
い
る
。

問　
黒
大
豆
の
作
付
が
減
り
つ
つ
あ
る
現
実

に
し
っ
か
り
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
こ
の
冊
子
等
に
お
い
て
新
た
な
黒
豆
づ

く
り
、
農
の
普
及
啓
発
資
料
と
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　
冊
子
の
内
容
は
、
今
頂
い
た
意
見
等
を

含
め
、
将
来
の
農
業
の
担
い
手
育
成
に
つ
な

が
る
よ
う
市
民
に
意
識
喚
起
が
で
き
る
よ
う

特
　
別
　
会
　
計

契
　
　
　
　
　
約

■
科
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車（
Ⅱ
型
）購
入
契

約�

【
８
，
７
０
１
万
円
】

　
消
防
本
部
に
配
置
し
て
い
る
車
両
が
、
購

入
か
ら
20
年
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
更
新
を
行
う
。

　
危
険
物
施
設
や
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
な
ど
の

火
災
に
対
応
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
タ
ン
ク

車
と
し
て
通
常
の
火
災
に
も
対
応
す
る
。

■
篠
山
東
中
学
校
大
規
模
改
修
工
事
請
負
契

約�

【
１
億
５
，
０
７
０
万
円
】

　
建
築
か
ら
23
年
が
経
過
す
る
篠
山
東
中
学

校
に
お
い
て
、
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活

が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
外
壁
や

屋
上
の
改
修
工
事
を
実
施
す
る
。

丹波黒枝豆の収穫

に
努
め
た
い
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

�

【
△
１
２
０
万
円
】

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
た
結

果
、
応
募
が
な
か
っ
た
の
で
業
者
委
託
と

な
っ
た
の
か
。

答　
昨
年
度
の
４
月
か
ら
医
療
事
務
の
会
計

年
度
任
用
職
員
を
採
用
し
た
が
８
月
で
退
職

し
た
た
め
、
市
外
の
医
療
事
務
専
門
業
者
に

10
月
か
ら
３
月
末
ま
で
委
託
を
行
っ
た
。
令

和
３
年
度
か
ら
は
医
療
事
務
の
経
験
を
持
つ

方
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
新
た
に
会
計
年
度

任
用
職
員
を
雇
用
す
る
。

車両イメージ

第96号　丹波篠山市議会だより3 政治家が入学、卒業、結婚、出産などの祝儀を出すことは禁止されています。



一　
般
　
会
　
計

４
月
８
日
コ
ロ
ナ
対
策
補
正
予
算�

総
額
２
億
７
，
４
０
０
万
円

■
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
事
業

�

【
１
億
４
，
８
０
０
万
円
】

　
全
市
民
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
市
内
で

使
用
す
る
こ
と
で
、
市
内
商
工
業
者
の
販
売

促
進
と
、
市
民
の
生
活
支
援
を
行
う
。

　
18
歳
以
下
５
千
円

　
19
歳
以
上
３
千
円

■
神
姫
バ
ス
の
カ
ー
ド
チ
ャ
ー
ジ
機
設
置

�

【
１
０
９
万
円
】

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
更
な
る
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
篠
山
口
駅
に
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
接
触
せ
ず
に
運
賃
を
決
裁
で
き

る
神
姫
バ
ス「N

icopa
」チ
ャ
ー
ジ
機
設
置

経
費
の
一
部
を
負
担
す
る
。

■
農
業
経
営
安
定
対
策
補
助
金

�

【
６
，
０
２
５
万
円
】

　
昨
年
度
の
稲
作
農
家
に
、
自
家
消
費
分
10

ア
ー
ル
を
除
く
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
３
千
円

を
交
付
す
る
。

■
企
業
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作
補
助
金

�

【
１
，
５
０
０
万
円
】

　
企
業
の
求
人
活
動
が
対
面
型
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、
人
材
採

用
に
か
か
る
動
画
の
制
作
経
費
を
一
部
補
助

し
、
市
内
企
業
の
人
材
確
保
と
市
内
就
職
を

　コロナ対策補正予算が上程され、いずれも即決で可決しましたので、
その主な内容をお知らせします。各事業の金額は、今回の補正額です。

補正予算審査
（４月８日、４月26日会議）
総額３億940万円

促
進
す
る
。

■
丹
波
篠
山
茶
消
費
拡
大
補
助
金

【
３
５
０
万
円
】

　

コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
減
少
し
て
い
る
た

め
、
丹
波
篠
山
茶
の
新
た
な
需
要
拡
大
を
図

る
。

問　
丹
波
茶
の
生
産
・
製
造
・
販
売
の
総
合

的
な
振
興
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
丹
波
茶
の
継
続
的
な
地
産
地
消
を
図
る

㏚
と
、
ほ
う
じ
茶
の
割
合
を
増
や
す
取
り
組

み
を
行
う
。

■
高
齢
者
祝
福
事
業
で
地
酒
の
贈
呈

【
７
４
１
万
円
】

　
経
済
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の

酒
蔵
へ
の
支
援
と
敬
老
事
業
対
象
者
へ
、
地

酒
を
長
寿
記
念
品
と
し
て
贈
呈
す
る
。

問　
後
期
高
齢
者
全
員
に
お
酒
を
贈
呈
す
る

の
は
、
飲
め
な
い
人
や
病
気
の
人
も
い
る
の

で
、
不
適
切
で
は
な
い
か
。

答　
地
酒
の
消
費
拡
大
と
、
高
齢
者
へ
の
お

祝
い
の
品
と
し
て
適
切
と
考
え
る
。

■
販
売
促
進
支
援
事
業
補
助
金

【
２
，
０
０
０
万
円
】

　
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
市

内
中
小
企
業
者
を
対
象
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
セ
ー
ル
な
ど
短
期
間
に
お
け
る
誘
客
促
進

活
動
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
、
経

済
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

問　
チ
ラ
シ
の
新
聞
折
り
込
み
補
助
金
は
３

分
の
２
か
つ
10
万
円
と
い
う
上
限
を
緩
和
で

き
な
い
か
。

答　
全
額
補
助
は
難
し
く
、
各
事
業
者
で
工

夫
を
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

４
月
26
日
コ
ロ
ナ
対
策
補
正
予
算�

総
額
３
，
５
４
０
万
円

■
子
育
て
支
援
特
別
給
付
金

【
２
，
４
５
０
万
円
】

　
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯（
２
３
５
世
帯
）

に
５
万
円
の
特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
も

の
。

■
診
療
・
在
宅
医
療
等
連
携
シ
ス
テ
ム
導
入

支
援�

【
８
８
２
万
円
】

　
兵
庫
医
科
大
学
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
丹
波
地
域
の
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
対
応
の

た
め
増
床
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
業
務
量
の

増
大
と
人
員
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、診
療・

在
宅
医
療
等
連
携
シ
ス
テ
ム
導
入
を
支
援
す

る
。

■
千
葉
ロ
ッ
テ
地
域
連
携
事
業

【
60
万
円
】

問　
千
葉
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
７
月
６

日
の
黒
豆
ナ
イ
タ
ー
へ
、
30
人
の
応
援
団
を

市
が
派
遣
す
る
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
不
適
切

で
は
な
い
か
。

答　
ロ
ッ
テ
球
団
と
は
、
産
業
振
興
を
目
的

に
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
結
ん
だ
。
応

援
団
の
派
遣
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
は
、
適

切
に
判
断
す
る
。

補 正 予 算

QRコ ー ド を ス
マートフォンなど
で読み取ると本会
議の動画をご覧い
ただけます。

（４月26日）（４月８日）
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一　
般
　
会
　
計

６
月
24
日
コ
ロ
ナ
対
策
補
正
予
算�

総
額
３
，
５
０
０
万
円

■
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
導
入
事
業【

２
６
１
万
円
】

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
感
染
拡
大
の
長
期
化
に

伴
い
、
大
正
ロ
マ
ン
館
、
歴
史
四
館
や
市
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
市
管
理
施
設
に
来
場
者
の

検
温
機
器
と
し
て
導
入
す
る
。

■
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
配
置
事
業

【
３
２
４
万
円
】

　
全
小
学
校
及
び
篠
山
中
学
校
と
丹
南
中
学

校
に
学
校
消
毒
作
業
員
を
配
置
す
る
こ
と

で
、
教
員
等
の
安
全
安
心
の
確
保
と
負
担
軽

減
を
行
い
、
感
染
症
拡
大
防
止
と
施
設
の
安

定
的
な
運
営
を
確
保
す
る
。

問　
当
初
予
算
の
審
査
で
は
無
か
っ
た
学
校

消
毒
作
業
員
が
、
な
ぜ
今
回
補
正
で
上
が
っ

て
き
た
の
か
。

答　
消
毒
個
所
を
絞
っ
て
実
施
し
よ
う
と
し

た
が
、
教
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
学
校
消

毒
作
業
員
を
配
置
す
る
。

　コロナ対策補正予算が上程され、いずれも即決で可決しましたので、その主な
内容をお知らせします。各事業の金額は、今回の補正額です。

補正予算審査
（６月24日会議）
総額3,500万円 QRコ ー ド を ス

マートフォンなど
で読み取ると本会
議の動画をご覧い
ただけます。

補 正 予 算

■
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

【
１
，
８
４
４
万
円
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化

に
伴
い
、
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施

し
て
い
る
総
合
支
援
資
金
特
例
貸
付
の
再
貸

付
が
終
了
し
た
た
め
、
生
活
困
窮
世
帯
に
対

し
、
支
援
金
を
支
給
す
る
。

支
給
期
間
は
３
か
月
で
、
所
定
条
件
に
該
当

す
る
世
帯
に
、
月
当
た
り
６
万
円（
単
身
）、

８
万
円（
２
人
）、
10
万
円（
３
人
以
上
）を
支

給
す
る
。

問　
３
か
月
で
収
束
す
る
と
見
通
せ
な
い
中

で
、
今
後
も
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答　
事
業
終
了
後
は
、
就
労
支
援
や
生
活
保

６
月
（
水
無
月
）
会
議
傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

・�

今
回
か
ら
女
性
部
長
が
行
政
側
の
席

に
お
ら
れ
、
答
弁
も
含
め
て
議
会
の

景
色
が
少
し
変
わ
っ
た
と
感
じ
て
お

り
、
さ
ら
に
女
性
比
率
の
高
ま
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

・�
生
理
用
品
の
話
題
を
２
人
の
議
員
が

取
り
上
げ
て
お
り
、
女
性
当
事
者
の

視
点
に
立
っ
て
発
言
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
感
じ
ら
れ
た
。
生
理
用
品
の
問

題
は
男
性
担
当
者
で
決
め
な
い
で
ほ

し
い
。

・�

少
数
派
の
意
見
を
取
り
上
げ
て
く
れ

た
議
員
か
ら
勇
気
を
も
ら
っ
た
。

・�

子
供
の
健
康
に
関
し
て
熱
中
症
と
マ

ス
ク
着
用
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
市

と
し
て
考
え
て
ほ
し
い
。

・�

議
会
内
で
個
人
を
あ
ざ
け
る
よ
う
な

場
面
が
あ
り
、
残
念
だ
っ
た
。

（
一
部
抜
粋
）

護
に
つ
な
げ
て
い
く
。

■
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業

�

【
１
，
０
８
０
万
円
】

　
基
礎
疾
患
者
と
13
～
64
歳
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
為
、
ウ
エ
ブ
予
約
の
導
入
と
医
療
機

関
へ
の
人
材
支
援
を
行
う
。

西
紀
小
学
校
敷
地
へ
の
訴
え
の
提
起

　
西
紀
小
学
校
敷
地
に
個
人
名
義
の
土
地
が

５
筆
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
時
効
取
得
を

原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
を
求
め
る
訴

え
を
提
起
す
る
も
の
。
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一般質問（個人）

可燃ごみ袋１枚当りの近隣市価格比較

１
．コ
ロ
ナ
社
会
の
公
共
施
設
の
あ
り
方

２
．市
ご
み
袋
を
レ
ジ
袋
と
し
て
販
売
を

１
．篠
山
川
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
調
査
を

２
．�わ
が
ま
ち
を
さ
ら
に
住
み
や
す
い「
ワ
ク
ワ

ク
農
村
」と
す
る
た
め
に

安
井
　
博
幸

隅
田
　
雅
春

問
１　
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
は
、
公
民
連

携
が
求
め
ら
れ
、
複
合
化
・
多
機
能
化
す
る

事
で
、
規
模
は
小
さ
く
な
っ
て
も
機
能
の
充

実
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
こ
の
４
年
間

で
施
設
の
整
理
・
最
適
化
の
進
捗
状
況
と
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
公
共
施
設
の
根
本
的
あ
り
方

は
。

　
市
で
は
、
篠
山
再
生
計
画
に
沿
っ
て
、
公

共
施
設
等
の
売
却
や
除
去
・
移
譲
に
努
め
て

き
た
。
味
間
認
定
こ
ど
も
園
、
た
き
認
定
こ

ど
も
園
、
古
市
と
城
北
児
童
ク
ラ
ブ
を
新
築

整
備
し
た
。

　
自
治
会
に
コ
ミ
セ
ン
を
譲
渡
し
、
旧
多
紀

支
所
等
を
解
体
し
た
。
そ
の
結
果
、
４
年
間

に
延
床
面
積
を
６
０
０
㎡
削
減
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
が
収
ま
れ
ば
、
公
共
施
設
が
活
用
さ
れ

る
の
で
、
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
学
校
を
防
災
拠
点
の
避
難
所
と
し
て
、
雑

魚
寝
の
解
消
、
ト
イ
レ
・
更
衣
室
・
シ
ャ

ワ
ー
施
設
な
ど
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
学
校
の
教
室
は
授
業
再
開
に
影
響
が
あ
る

の
で
、
避
難
所
と
し
て
は
体
育
館
の
み
と
し

て
い
る
。
災
害
時
用
簡
易
ベ
ッ
ド
等
を
備
蓄

し
て
お
り
、
断
水
に
備
え
、
小
学
校
の
井
戸

問
１　
川
辺
の
い
き
も
の
を「
ヒ
ー
ロ
ー
」宣

言
し
、
生
息
地
を
守
る
た
め
条
例
制
定
を
し

て
は
。

　
「
ヒ
ー
ロ
ー
」を
一
つ
に
絞
る
こ
と
が
難
し

く
、
条
例
制
定
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
は
生
息

場
所
の
保
全
、
配
慮
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

工
事
・
環
境
保
全
担
当
者
と
連
携
で
き
る
よ

う
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
。

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
跡
地
に「
川
辺
の

生
き
も
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
建
設
し
て
は
。

　
展
示
物
を
置
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
は
な

く
自
然
や
人
の
営
み
を
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
み

な
し
、
市
内
各
所
に
生
物
の
生
息
場
や
、
水

辺
の
遊
び
場
・
観
察
場
所
の
整
備
を
河
川
工

事
と
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

問
２　
ゴ
ミ
分
別
ア
プ
リ
を
導
入
し
て
は
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
機
能
を
活
用

し
た
ゴ
ミ
分
別
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
導
入
し

て
は
。

　

制
度
の
検
討
に
あ
た
り
、
ま
ず
は「
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
」な
ど
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
へ

の
正
し
い
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
も
講
演
会
な
ど
で
啓
発
に
取
り
組
み
、
制

度
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　
市
職
員
や
学
校
教
職
員
な
ど
に
対
し
て
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
研
修
会
を
実
施
し
て

は
。

　
本
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
30
年
７
月

に
研
修
会
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
時
々
の

生
徒
児
童
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
が

実
施
で
き
る
よ
う
、引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る
条
例（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
５
）を
制
定
し
て
は
。

　
本
市
審
議
会
等
の
女
性
委
員
の
比
率
が
目

標
値
の
30
パ
ー
セ
ン
ト
に
至
っ
て
い
な
い
。

ま
ず
は
目
標
達
成
の
た
め
、
引
き
続
き
地
域

の
皆
様
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

QRコード

QRコード

に
手
押
し
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
い
る
。

問
２　
マ
イ
バ
ッ
グ
を
忘
れ
た
時
、
市
指
定

ご
み
袋
が
レ
ジ
で
バ
ラ
売
り
さ
れ
て
い
れ

ば
、
有
効
に
使
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
本
市
は
、
特
小
サ
イ
ズ
の
ご
み
袋
が
無
い

の
で
、
熊
本
市
で
の
実
証
実
験
の
導
入
は
困

難
で
あ
る
。

　
ご
み
袋
価
格
は
容
量
に
応
じ
た
値
段
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ご
み
袋
小
の
販
売
割
合
は
５
％
に
過
ぎ
な

い
。
容
量
と
価
格
は
現
状
で
良
い
の
か
見
直

し
検
討
す
る
。

本市 丹波市 三田市 西脇市 加東市

大 45円 80円 15円 35円 30円

中 無 60円 11円 25円 20円

小 40円 40円 8円 15円 15円
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一般質問（個人）

地域での炭・薪づくり

災害備蓄品

１
．「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」問
題
に
つ
い
て

２
．災
害
備
蓄
品
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

森
林
資
源
利
用
の
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り

園
田
　
依
子

上
田
　
英
樹

問
１　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
の
認
識
、

問
題
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
市
に
お
い
て
も
、
潜
在
的
に
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
考
え
る
。

　
今
後
の
支
援
に
つ
い
て

　
国
や
県
の
動
き
を
踏
ま
え
つ
つ
、
支
援
体

制
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う
周
知

啓
発
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
教
職
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
計
画
相
談
員
、
自
治
会
な
ど
へ

の
啓
発
チ
ラ
シ
や
広
報
誌
へ
の
掲
載
等
で
、

周
知
啓
発
に
取
り
組
む
。

　
支
援
条
例
の
設
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
条
例
の
意
義
や
必
要
性
を
考
慮
し
な
が
ら

制
定
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。
ま
た
生
徒

指
導
等
の
研
修
に
お
い
て
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
周
知
や
理
解
に
努
め
、
適
切
な
支
援

が
行
え
る
よ
う
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等

と
連
携
を
図
る
。

問
２　
災
害
備
蓄
品
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

備
蓄
物
資
の
有
効
活
用
は
。

　
食
料
品
は
年
間
20
か
所
で
実
施
さ
れ
る
地

域
や
学
校
の
防
災
訓
練
及
び
、
防
災
士
な
ど

問　
広
葉
樹
の
森
に
お
い
て
は
森
林
病
害
虫

に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ
、
大
径
木
化
、
風
倒
木
の

被
害
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
市
独
自
の
施

業
や
木
材
の
搬
出
に
必
要
な
作
業
道
な
ど
の

補
助
事
業
の
創
設
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
現
在
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
、「
森
を
つ
く
る
」た
め
に
、
人

材
、
木
材
の
活
用
、
里
山
整
備
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
る
。

　
里
山
ス
ク
ー
ル
の
充
実
や
他
の
研
修
へ
の

支
援
等
の
人
材
づ
く
り
を
考
え
る
。

　
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
は
、
地
球
環
境
か

ら
も
、
山
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
べ
き
で

は
な
く
、
様
々
な
観
点
か
ら
作
業
道
も
含
め

整
理
し
て
い
き
た
い
。

　
「
森
林
経
営
管
理
法
」が
成
立
し
、
市
町
村

が
森
林
の
管
理
を
実
施
す
る「
新
た
な
森
林

管
理
制
度
」を
創
設
さ
れ
た
が
、
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

　

森
林
管
理
制
度
は
条
件
整
備
が
必
要
で
、

直
ち
に
取
り
組
み
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、

「
森
林
経
営
明
確
化
促
進
事
業
」を
活
用
し
、

森
林
境
界
の
把
握
や
、
将
来
的
に
は
航
空
機

等
を
活
用
し
た
立
木
情
報
の
取
得
を
検
討

し
、
森
林
の
公
益
的
機
能
を
生
か
せ
る
森
づ

く
り
と
森
林
管
理
制
度
の
仕
組
み
づ
く
り
を

検
討
す
る
。

　
「
森
林
環
境
譲
与
税
」を
人
工
林
整
備
だ
け

で
な
く
、「
二
次
林
」整
備
や
そ
の
促
進
の
た

め
の
事
業
の
財
源
と
し
て
幅
広
く
弾
力
的
に

活
用
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
今
後
人
工
林
の
間
伐
を
進
め
つ
つ
、
森
づ

く
り
に
関
わ
る
人
づ
く
り
、
二
次
林
の
整
備

も
踏
ま
え
て
柔
軟
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

QRコード

QRコード

が
講
師
と
な
る
防
災
学
習
の
参
加
者
に
配
布

す
る
。

　
備
蓄
品
の
配
置
・
災
害
時
の
避
難
所
へ
の

配
布
方
法
は
。

　
物
資
配
給
班
を
組
織
し
避
難
所
に
配
布
す

る
。
道
路
の
途
絶
等
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、

主
要
6
か
所
の
避
難
所
に
常
備
し
て
い
る
。

　
備
蓄
品
の
衛
生
用
品
、
生
理
用
品
の
無
料

配
布
は
。

　
生
活
困
窮
な
ど
の
相
談
の
場
で
あ
る
社
会

福
祉
課
や
長
寿
福
祉
課
、
健
康
課
で
必
要
な

方
に
配
布
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
学
校
施
設

で
は
保
健
室
に
備
え
付
け
ら
れ
て
お
り
必
要

に
応
じ
て
配
布
し
、今
後
も
継
続
し
て
い
く
。
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コ
ロ
ナ
禍
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
今
、

教
育
現
場
で
の
課
題
は
。

１
、今
後
の
特
産
物
振
興
の
視
点
に
つ
い
て

２
、�ま
ち
じ
ゅ
う
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
の
提
案
に
つ

い
て

大
西
　
基
雄

渡
辺
　
拓
道

問
１　
教
員
に
よ
る
消
毒
作
業
の
負
担
が
大

き
い
外
部
人
材
や
業
務
委
託
で
負
担
軽
減

を
。

　
今
一
度
必
要
性
を
精
査
し
消
毒
作
業
員
の

配
置
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問
２　
①
自
立
式
の
非
接
触
型
体
温
計
の
設

置
を
。

　
国
庫
補
助
事
業
や
寄
付
金
等
活
用
し
、
各

学
校
の
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
配
置
、
購

入
を
検
討
す
る
。

②
保
健
室
の
ゾ
ー
ン
分
け「
感
染
症
対
応
の

た
め
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置
」に
よ
り
、

発
熱
し
た
児
童
・
生
徒
の
待
機
場
所
の
確
保

を
。

　
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
等
の
設
置
に
よ
る
保
健

室
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ（
区
分
）又
、
簡
易
ベ
ッ
ド

を
設
置
す
る
等
、
保
健
室
と
は
別
に
対
応
で

き
る
部
屋
を
設
け
て
い
る
。

③
皮
膚
の
敏
感
な
子
や
特
別
な
支
援
が
い
る

子
ど
も
に
手
洗
い
場
で
の
温
水
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
。

　
家
庭
科
室
、
給
湯
室
や
保
健
室
、
特
別
教

室
の
一
部
で
温
水
を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
が
必
要
に
応
じ
、設
置
を
検
討
す
る
。

問
１　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
健
康
志
向
が
さ

ら
に
高
ま
り
食
に
対
す
る
意
識
も
変
わ
っ
て

く
る
と
考
え
る
。黒
豆
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、

丹
波
茶
の
カ
テ
キ
ン
、
地
酒
の
５
‐
Ａ
Ｌ
Ａ

な
ど
本
市
の
特
産
品
に
も
多
く
の
機
能
性
成

分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
食
品
の
機
能
性

成
分
表
示
が
容
易
に
な
る
よ
う
な
分
析
を
行

い
、
民
間
が
活
用
し
や
す
い
よ
う
に
デ
ー
タ

を
整
理
し
公
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。ま
た
、

食
育
推
進
計
画
で
機
能
性
成
分
の
こ
と
を
伝

え
て
地
産
地
消
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
機
能
性
成
分
に
つ
い
て
は
、
既
存
デ
ー
タ

も
活
用
し
な
が
ら
市
民
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
整
理
し
て
い
く
。
地
産
地
消
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
重
要
視
し
て
施
策
を
進

め
て
き
て
い
る
が
、
次
期
計
画
策
定
時
に
よ

り
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

問
２　
自
粛
生
活
の
た
め
、
本
市
の
強
み
で

あ
る
市
民
活
動
の
停
滞
が
長
ら
く
続
い
て
お

り
、
今
後
の
市
民
活
動
の
回
復
に
は
、
前
向

き
に
な
れ
る
雰
囲
気
の
醸
成
と
活
動
再
開
に

な
る
動
機
付
け
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
達
に
は
、
も
っ
と
自
由
に

学
ん
で
欲
し
い
。
自
宅
で
も
、
職
場
・
学
校

で
も
な
い
居
心
地
の
い
い
場
所（
サ
ー
ド
プ

QRコード

QRコード

一般質問（個人）

問
３　
コ
ロ
ナ
感
染
等
に
よ
り
長
期
間
勤
務

で
き
な
い
教
職
員
な
ど
の
代
替
職
員
の
人
材

確
保
に
つ
い
て
。

　
１
ヶ
月
以
上
勤
務
で
き
な
い
職
員
が
い
る

場
合
は
、
代
替
職
員
を
県
に
お
い
て
配
置
し

た
。
緊
急
対
応
と
し
て
、
教
育
委
員
会
の
指

導
主
事
や
教
員
Ｏ
Ｂ
の
方
な
ど
を
現
場
へ
派

遣
し
た
。

問
４　
教
育
関
係
者
へ
の
人
権
意
識
調
査
に

つ
い
て
。

　
同
和
問
題
が
人
権
問
題
の
重
要
な
柱
で
あ

る
と
捉
え
、
主
幹
教
諭
と
人
権
教
育
担
当
者

等
に
対
し
て
、
各
テ
ー
マ
に
よ
り
研
修
を
行

う
。

　
こ
の
研
修
と
連
動
さ
せ
て
、
指
導
を
行
う

教
員
の
経
験
年
数
や
年
齢
に
よ
り
部
落
差
別

へ
の
理
解
度
や
意
識
調
査
を
実
施
す
る
。

丹波茶

レ
イ
ス
）づ
く
り
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
中
、

「
ま
ち
じ
ゅ
う
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
」を
掲
げ
て

市
内
に
居
心
地
の
い
い
場
所
づ
く
り
を
進
め

て
欲
し
い
。
民
の
空
間
も
活
用
で
き
る
こ
と

が
望
ま
し
い
が
、
ま
ず
は
公
共
施
設
な
ど
か

ら
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
図
書
館
で
は
自
習
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
公
民
館
を
含
め
よ

り
居
心
地
の
良
い
空
間
と
な
る
よ
う
に
共
有

部
分
を
中
心
に
工
夫
し
改
善
を
図
り
、
飲
食

の
制
限
に
つ
い
て
も
再
検
討
し
た
い
。

　

構
想
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
の「
知

の
森
・
学
力
の
樹
」に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
視
点
を
大
切
に
し
た
い
。
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１
、高
齢
者
医
療
費
２
倍
化
に
反
対
を

２
、「
生
理
の
貧
困
」を
な
く
す
取
り
組
み
を

子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て

前
田
　
え
り
子

吉
田
　
知
代

問
１　
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
が

所
得
に
応
じ
て
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
所
得
が
単
身
で
、

２
０
０
万
円
以
上
、
複
数
世
帯
で
３
２
０
万

円
以
上
の
人
は
、窓
口
負
担
が
２
倍
に
な
る
。

　
年
金
の
引
き
下
げ
や
介
護
保
険
料
の
増
額

な
ど
生
活
が
厳
し
い
中
、
費
用
を
２
倍
化
す

る
と
受
診
控
え
や
健
康
悪
化
を
招
く
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
施
行
を
中
止
す
る
よ
う
働

き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
高
齢
者
窓
口
負
担
の
２
割
導
入
に
は
、
制

度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
や
む
を
得
な
い

改
正
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
市
の
高
齢
者
は

約
90
％
が「
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ
て
い
る
」

状
況
で
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
か
か
り
つ
け

医
と
連
携
し
健
診
受
診
率
向
上
を
図
る
。

　
フ
レ
イ
ル
に
着
目
し
た
疾
病
予
防
や
、
重

症
化
予
防
な
ど
の
保
健
事
業
と
介
護
保
険
の

地
域
支
援
事
業
等
を
一
体
的
に
展
開
し
て
い

く
。

　

高
齢
者
の
心
身
の
多
様
な
課
題
に
対
応

し
、
必
要
な
保
健
・
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
、
適
切
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
き
め
細
や

か
な
支
援
を
実
施
す
る
。

問　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
目
的
は
、

自
ら
学
べ
る
教
育
を
実
現
す
る
も
の
で
オ
ン

ラ
イ
ン
教
育
に
お
け
る
意
識
や
活
用
方
法
も

様
々
で
あ
り
、
近
隣
の
自
治
体
で
は
、
Ｐ
Ｃ

の
持
ち
帰
り
に
向
け
て
積
極
的
な
利
活
用
を

し
て
い
る
。

　
本
市
の
基
本
方
針「
学
校
で
の
使
用
」と
な

る
と
、
Ｐ
Ｃ
に
慣
れ
親
し
み
、
学
ぶ
こ
と
の

面
白
さ
、
楽
し
さ
や
新
た
な
発
見
の
機
会
、

わ
か
る
喜
び
が
半
減
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
現
時
点
で
持
ち
帰
っ
て
も
全
員
が
効
果
的

に
活
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
ず
は
、学
校
に
お
け
る
活
用
を
重
点
に
、

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
動
指
導
力
の
向
上
と
、
児

童
生
徒
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、

持
ち
帰
っ
て
の
活
用
に
つ
い
て
も
研
究
を
進

め
て
い
く
。

　
臨
時
休
校
時
な
ど
Ｐ
Ｃ
を
持
ち
帰
る
際

に
、
通
信
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
家
庭
に
Wi

―
Fi
ル
ー
タ
ー
を
貸
し
出
す
予
定
だ
が
、
通

信
費
に
つ
い
て
は
各
家
庭
負
担
に
な
る
。

　
世
帯
所
得
に
応
じ
て
、
通
信
費
を
負
担
す

る
自
治
体
も
多
く
、
公
平
な
学
び
の
観
点
か

ら
ル
ー
タ
ー
貸
出
希
望
世
帯
、
も
し
く
は
低

問
２　
コ
ロ
ナ
禍
は
、
女
性
の
困
窮
が
深
刻

さ
を
増
し「
生
理
の
貧
困
」が
よ
り
深
刻
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

国
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
各
地
で
生
理
用

品
の
無
償
提
供
が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
本

市
で
の
取
り
組
み
を
求
め
る
。

　

本
市
の
相
談
窓
口
で「
生
理
用
品
が
買
え

な
く
て
困
っ
て
い
る
」と
い
う
相
談
は
な
い

が
、
潜
在
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
健
康
課
を
中
心
に
配
布

で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
で
は
、
保
健
室

に
備
え
付
け
て
い
る
生
理
用
品
を
必
要
に
応

じ
て
配
布
し
て
い
る
。

所
得
者
世
帯
に
通
信
費
の
補
助
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　
学
校
に
通
え
な
い
期
間
の
家
庭
学
習
で
使

う
た
め
の
通
信
費
に
限
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
公
的
に
負
担
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
通
信
内
容
を
区
別
す
る
の
が
難
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
家
庭
に
よ
っ
て
は
、
自
費
で

ネ
ッ
ト
環
境
を
整
え
ら
れ
て
い
る
中
、
公
平

性
を
保
つ
た
め
に
は
、
ど
う
い
う
条
件
で
ど

こ
ま
で
公
的
に
負
担
す
る
か
を
考
え
、
現
時

点
で
は
ル
ー
タ
ー
を
無
料
で
貸
し
出
し
、
通

信
費
は
他
の
家
庭
と
同
様
、
家
庭
で
負
担
い

た
だ
く
形
で
す
す
め
て
い
る
。

QRコード

QRコード

一般質問（個人）

学校で使用しているノートパソコン（PC）
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自
治
会
活
動
に
お
け
る
女
性
参
画
に
つ
い
て
。

栗
山
　
泰
三

問　
東
岡
屋
自
治
会
で
は
２
人
の
女
性
が
令

和
３
年
度
役
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
。
自
治

会
役
員
の
成
り
手
不
足
の
昨
今
、
女
性
の
役

員
が
増
え
る
よ
う
な
自
治
会
へ
の
支
援
策

（
例
え
ば
小
野
市
で
は
10
万
円
補
助
）を
講
じ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
今
年
度
作
成
す
る「
自
治
会
活
動
手
引
書
」

を
活
用
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
女
性
役
員
に

よ
る
自
治
会
運
営
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

啓
発
に
努
め
る
。

　
第
２
次
丹
波
篠
山
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
を
検
証
し
、
第
３
次
参
画
プ
ラ
ン
を
ど
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
第
３
次
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
市
民
２
千

人
の
意
識
調
査
の
分
析
と
第
２
次
プ
ラ
ン
の

総
括
を
行
い
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
」

と
の
関
係
を
明
確
に
し
て
い
く
。

　
岡
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
２
０
１

７
年
２
月
５
日
、
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大

会
を
開
催
し
、
講
師
と
し
て
京
都
教
育
大
学

関
口
久
志
教
授
を
招
き「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

と
多
様
性
」と
題
し
、
誰
も
が
子
供
と
し
て

人
間
と
し
て
命
と
生
活
を
大
切
に
さ
れ
未
来

に
個
々
の
多
様
な
幸
せ
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
研
修
を
実
施
し
た
。
本
市
と
し
て
も
、
こ

の
様
な
取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
は
ど
う

か
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的
少
数
者
の
方
へ
の
適

切
な
配
慮
、
啓
発
な
ど
の
課
題
に
対
す
る
計

画
を
進
め
る
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か
ら
、
市
と
し

て
取
組
む
こ
と
が
実
現
に
向
け
て
重
要
で
あ

る
と
考
え
、
副
市
長
男
女
各
一
名
制
を
検
討

さ
れ
て
は
。

　
市
民
に
啓
発
す
る
た
め
に
は
、
市
職
員
の

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
り
、
副
市
長
男
女
各

一
名
制
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。
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一般質問（個人）

東岡屋の女性役員

６
月
議
会（
水
無
月
会
議
）

に
お
い
て
可
決
し
た
条
例

丹
波
篠
山
市
手
数
料
徴
収
条
例
の�

一
部
を
改
正

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）カ
ー
ド
の
発
行

主
体
は
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構（
以
下

「
機
構
」）で
あ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
再
発
行
手
数
料
は
機
構
の
収
入
と
な
る
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こ
の
た
め
、
本
条
例
に
お
い
て
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
再
発
行
手
数
料
の
規
定
が
不
要
と
な
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

丹
波
篠
山
市
福
祉
医
療
費
の
助
成�

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

１
．
兵
庫
県
に
お
い
て
福
祉
医
療
費
助
成
事
業
に
係

る
訪
問
看
護
療
養
費
の
助
成
対
象
化
に
伴
い
県
の
福

祉
医
療
費
助
成
事
業
実
施
要
綱
の
改
正
が
行
わ
れ
た

た
め
、
本
市
に
お
い
て
も
要
綱
の
改
正
に
伴
い
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

２
．
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
関
係
規
定
を
整
備
す

る
も
の
。

　
ア　

�

給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
等
控
除
か
ら
基

礎
控
除
へ
の
振
替

　
イ　
未
婚
の
ひ
と
り
親
控
除
制
度
の
創
設

～賛否の分かれた議案等の公開～
　６月議会（水無月会議）において、賛否の分
かれた議案はなく、すべて全員賛成により可決
されました。

～陳情・要望を受けました～
件　名
　�高坂鶏農園鶏舎収去（撤去）に関する要望書

陳情者等の名称
　桑原自治会長
　桑原自治会環境保全担当

第96号　丹波篠山市議会だより 10みんなで守ろう　３ない（贈らない・求めない・受け取らない）運動



政 務 活 動 費 の 公 開

研 究 研 修 費：研究会及び研修会開催・参加のために要する経費
調 査 旅 費：調査研究活動のための先進地調査又は現地調査に要する経費
資 料 作 成 費：調査研究その他活動のために必要な資料作成に要する経費
資 料 購 入 費：調査研究その他活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費
広 報 費：調査研究活動、議会活動、市政について住民に報告し、PRするために要する経費
広 聴 費：住民からの市政及び会派等の政策等に対する要望、意見を聴取するための会議等に要する経費
人 件 費：調査研究その他活動を補助する職員を雇用する経費
事 務 所 費：調査研究その他活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費
その他の経費：上記以外の経費で調査研究その他活動に必要な経費

政務活動費の使途

議員が市政に関する調査研究をするために必要な経費の一部として交付される政務活動費（令和２年度分）について公
開します。本市では、会派及び会派無所属議員に対して、月額20,000円×当該会派の所属議員数が半期ごとに交付
されます。
　今期議員（任期：令和２年５月１日から）に対する交付金額は11カ月分となっており、前期議員（再選者含む）に対す
る４月分の交付はされていません。

令和２年度政務活動費収支報告一覧� 単位：円

会派名 青 藍 会 有 隣 会 公 明 党 会　派　無　所　属
所属議員

項　　目

足立　義則
原田　豊彦
上田　英樹
丹後　政俊
栗山　泰三
河南　克典
大上　和則
小畠　政行

※丹後議員
は 3 月 2 日
に議員辞職

かんなん芳治
安井　博幸

園田　依子
隅田　雅春

前田えり子 向井　千尋 大西　基雄 渡辺　拓道 吉田　知代

交付金額 1,740,000 440,000 440,000 220,000 220,000 220,000 220,000 220,000
研究研修費 25,320 0 6,000 0 51,092 0 0 0
調 査旅費 0 0 0 0 0 0 0 0
資料作成費 0 0 0 0 0 0 910 0
資料購入費 32,670 0 4,240 0 0 0 64,420 0
広 報 費 174,184 401,693 162,300 0 0 0 0 0
広 聴 費 0 0 0 0 5,496 0 134,895 0
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0
事 務所費 0 2,580 0 0 0 0 0 0
その他の経費 0 0 0 0 0 0 0 0
支 出 額 232,174 404,273 172,540 0 56,588 0 200,225 0
返 還 額 1,507,826 35,727 267,460 220,000 163,412 220,000 19,775 220,000
※�政務活動費は年２回（６カ月分ずつ）に分けて会派及び会派無所属議員に対して交付され、年度末の精算で残額が生じた場合は、
残額の全部を返還しています。
　領収書等の関係資料については、市議会ホームページや議会事務局で閲覧できます。

情 報 公 開
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　弥生会議及び４月26日会議において、委員の辞任や辞職等によって欠員となってい
る委員会に対し、委員の選任が行われました。本市議会の議員定数は18人のうち、２
人が欠員です。

議会構成（令和３年６月１日現在）
議長　森　本　富　夫　　副議長　小　畠　政　行　　監査委員　河　南　克　典
常任委員会
委員会名 総務文教常任委員会 民生福祉常任委員会 産業建設常任委員会
委 員 長 渡　辺　拓　道 向　井　千　尋 吉　田　知　代
副委員長 大　上　和　則 上　田　英　樹 栗　山　泰　三
委　　員 原　田　豊　彦 前　田　えり子 園　田　依　子
委　　員 隅　田　雅　春 河　南　克　典 大　西　基　雄
委　　員 安　井　博　幸 小　畠　政　行 森　本　富　夫
委　　員 足　立　義　則

議会運営委員会
委 員 長 足　立　義　則 副委員長 園　田　依　子 委　　員 栗　山　泰　三
委　　員 大　上　和　則 委　　員 小　畠　政　行

議会広報特別委員会
委 員 長 安　井　博　幸 副委員長 原　田　豊　彦 委　　員 前　田　えり子
委　　員 上　田　英　樹 委　　員 大　西　基　雄 委　　員 栗　山　泰　三

議 会 構 成

青
せい
藍
らん
会
かい
　（荀子故事 “出藍の誉れ” より、先輩は後輩を育て、後輩は先輩を越えることを目指す政策集団）

　◎足立　義則　　原田　豊彦　　上田　英樹　　栗山　泰三　　河南　克典　　大上　和則
　　小畠　政行

公
こう
明
めい
党
とう
　（教育・福祉・平和を目指す会派）

　◎園田　依子　　隅田　雅春

会派無所属議員
　　前田えり子　　安井　博幸　　向井　千尋　　大西　基雄　　渡辺　拓道　　吉田　知代
　　森本　富夫
※申し合わせにより、議長は会派に所属していません。

会派名簿　※◎は会派の代表者
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議員の辞職
　令和３年４月14日、かんなん芳治議員から、議員を辞職したい旨願い出があ
り、４月16日会議において採決を行った結果、異議なしと認め議員の辞職を許可
しました。

市管理施設の ウイルス感染症対策を提言

　令和３年５月21日、新型コロナウイルス感染症対策感染症による指定管理施設への影響等に
関して、歴史美術館をはじめとする４文化施設の状況等について、総務文教常任委員会による
所管事務調査を行いました。
　同調査において、同４文化施設の感染症対策に課題が見受けられたこと、また学校教育施設
においても感染が見受けられるようになってきたことを踏まえ、令和３年５月26日、下記のと
おり議長から市長と教育長へ提言を行いました。

記

１．�従業員の負担軽減並びに来館者等の安全
安心を確保するため、サーモカメラなど
の設置を早急に検討すること。

２．�学校園の安全対策について、再度、確
認・点検するとともに、その対策が不十
分な場合は、早急に対策を講じられた
い。

６月24日会議にて、この提言を反映した補正予算が上程され、可決しました。

全国市議会議長会より森本富夫議長に感謝状を授与

　令和３年５月26日、全国市議会議長会評議員としての功績を
称え、全国市議会議長会から感謝状が授与されました。
　森本富夫議長は平成16年５月に初当選し、今年で18年目を
迎えます。
　今後も引き続き、長きに渡る議員経験を活かし、信頼される
議会運営が期待されます。

QRコード

第96号　丹波篠山市議会だより13 政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています。



～オンライン議会報告会の撮影風景～

～委員会室で録音作業～
より、伝わるように、聞きやすいように発声の強
さ、イントネーションまで気を配り丁寧に取り組
みました。

～各委員会が調査した場所での撮影作業～
少し緊張もありながら、企画構成担当の足立議員に
よる演技指導と立ち位置確認など、見てわかりやす
い動画づくりを心掛けました。

報告会を視聴された市民のご感想
　�■市の予算について知らないことも多くあったが、
この映像でわかりやすく解説されているので、市の
予算がどのように使われているのかよくわかった。

（40代男性）

　�■議員の方々が、各委員会で担当を受け持って活動さ
れている様子がわかり、とても良い動画だった。活動
の内容もわかりやすく説明されていて良かった。

　�　ただ一つ、預かり施設こどものおしろの映像で
は、絵本やおもちゃの充実など、子供たちを預かっ
ている部屋の状態を見せてほしかった。何かの機会
に多くの市民の方々に動画を観て頂けたらと思う。

（60代女性）

　�■冊子で見る議会だよりは全てに目を通すことはな
かったが、今回、議会の活動の様子を映像で見せて
頂き活動内容が良くわかり、大変興味深く見ること
ができた。
　�　時間があまり長すぎることもなくコンパクトにま
とめられていて、一気に見ることができたし、字幕
もあって更にわかりやすかった。この動画を見れば
若い方やお年寄りの方まで、議員さんがどんな活動
をされているのかよくわかると思うし、市の問題点
や課題も理解でき、みんなで考えるきっかけになる
のではないかと思う。また、普段あまり見かけない
議員さんの顔もわかり、親しみを感じた。

（60代女性）

　紙面の関係上、一部のご感想しか掲載できませんでしたが、貴重なご意見をありがとうございました。
　議員一同、これからも地域の暮らしを良くするための議会を心掛けてまいります。
　オンライン議会報告会を、是非一度ご覧ください。

【令和３年度　オンライン議会報告会】
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令和３年度  オンライン議会報告会を実施
　新型コロナウイルス感染症の影響を考え、オンライン（YouTube）による動画配信形式の報告会を実施しました。
　企画・構成なども議員で考え、本市の視聴覚ライブラリー職員の協力も得ながら、場所・時間を問わず見ら
れ、また字幕も入れてわかりやすい報告会動画を作成しました。

総務文教常任委員会
撮影場所：こどものおしろ

（篠山幼稚園内）

・ワクワク農村モデル事業
・フューチャーデザインワークショップ
・幼稚園管理費（遊具の補修・取替など）
・�オリンピック・パラリンピックホスト
タウン事業
・市の鳥に「ツバメ」「カワセミ」を制定

民生福祉常任委員会
撮影場所：丹南健康福祉センター

・妊娠・出産包括支援事業
・予防費（コロナワクチンなど）
・地域医療対策事業
・安定ヨウ素剤配布事業
・消防団員の給与の一部を改正

産業建設常任委員会
撮影場所：河原町通り

・�都市計画事務費（JR篠山口駅周辺活性
化対策など）
・観光施設設備事業
・環境政策総務費
・水道事業会計予算（排水管の更新など）
・下水道事業会計予算

第96号　丹波篠山市議会だより15 政治家が病気見舞を出すことは禁止されています。



まちなみ

広告 広告

ああななたたののいいっっそそううのの健健康康ををササポポーートト

肥満・便秘・ストレス・血圧・血糖値で悩んでいる方、
健康で元気に毎日を過ごしたい方へアドバイスします。

Health＆Fine

080-4297-9291
臨床検査技師

加加藤藤晴晴之之
丹丹波波篠篠山山市市池池上上
277-32

ままずずはは気気軽軽にに

おお電電話話でで

ヘルス アンド ファイン

病院の診断結果の詳しい解説や
医師との適切なコミュニケーション術、

無料相談（30分）

　この季節、篠山城跡南濠に復活した蓮の花が目を楽しませてくれます。加東
市の平池公園には、篠山城という名の睡蓮もありました。
　「市議会だより」を出した直後、編集委員で反省会をしています。それで今回
から、全員で編集後記を書くことになりました。� （安井）

　広報編集に携わって１年余り、「市民に親しまれる議会だより」は程遠いです
が、本号では「市民の声」が紹介できました。５頁と13頁には、市と議会が連携
した迅速な対応も届けることができました。まだまだ未熟ですが、一歩ずつ進
化して行きます。� （原田）

　気候変動を背景に、毎年のように大雨によって犠牲者が出る事態はあまりに
も深刻です。命を守るには早めの避難が不可欠です。被害を防ぎ、住民を守る
ために、日頃からの備えも欠かせません。災害から市民の命と暮らし、財産を
守る政治の責任は重い。� （前田）

　表紙の写真は、西紀きた幼稚園４・５歳児の園児10人です。小さな・小さな
幼稚園ですが、園庭で先生とともに玉ねぎを大切に育てました。自分たちで育
てた「新玉ねぎ」は大きく、味わいも食感も格別だと思います。これからも元気
いっぱい活動してください。� （上田）

　	編集にあたり限られた字数の中での表現に限界がある中で、どうすれば市民
の皆様によりわかりやすく伝えられるかと試行錯誤を重ねながら紙面づくりを
しています。内容によっては短くすることで伝わりにくくなり苦労しています。
� （大西）

　条例特に、「市福祉医療費の助成に関する条例の一部を改正」について委員会
で、内容をどの程度盛り込むのか、意見の集約を図りました。
　委員会として、内容については、委員みんなで共有する報告内容にする必要
性を痛感しています。� （栗山）

議長と語る会

参加団体を募集
　今年度の議会報告会はコロナ禍の中、安心安全の確保と感染症拡大
防止の観点から動画配信を行ったため、対面方式による報告会が行え
ず、皆さまからのご意見をお聞きする大切な機会が少なくなってしま
いました。
　そこで、まちづくり協議会や自治会を対象に、議会報告会動画に関
する意見地域の課題などについて、５人までの少人数による「議長と
語る会」を開催します。
　９月、12月、３月の本会議開催月以外の日程で随時受け付けます。
事前にご予約頂き、日程調整を致しますので詳しくは議会事務局（079
−552−6855）までお問い合わせください。

丹波篠山市議会 検 索

丹波篠山市議会だより 第96号
令和3年７月21日発行

編集・発行
　丹波篠山市議会広報特別委員会
　　安井　博幸・原田　豊彦・前田えり子
　　上田　英樹・大西　基雄・栗山　泰三
　〒669-2397 兵庫県丹波篠山市北新町41

　TEL（079）552-6855

環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

◎�いずれも午前９時30分開会予定。どう
ぞ傍聴にお越しください。なお、市議
会のホームページでも本会議中継を見
ることができます。また、市役所本庁
舎（１階ロビー・４階議場前）に設置の
モニターでも本会議の視聴が可能です
（リアルタイムのみ）。
※�本会議・委員会の傍聴にあたり、託児
を希望の方は開催日の２週間前まで、
手話通訳を希望の方は開催日の４週間
前までに議会事務局へご相談ください。
※�議会だよりに対するご意見やご感
想は、下記までお寄せください。
　TEL（079）552-6855
　FAX（079）552-7104
　E-mail
　gikai_div@city.sasayama.hyogo.jp

次回の会議は９月に
開催します。
【通称：長月会議】

９月  7日（火）	本会議（第1日）
	 議案提案　他
９月15日（水）	本会議（第２日）
	 一般質問　他
９月16日（木）本会議（第３日）
	 一般質問　他
９月24日（金）	本会議（第４日）
	 決算認定提案　他

（常任委員会・分科会）
〇予算決算委員会分科会
　補正予算審査
  9月  8日（水）民生福祉
  9月  9日（木）産業建設
  9月10日（金）総務文教
　決算審査（休会中）
10月1日（金）産業建設
10月4日（月）総務文教
10月5日（火）民生福祉
10月6日（水）産業建設
10月7日（木）総務文教
10月8日（金）民生福祉


